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準解析的モデル：𝛎𝟐𝐆𝐂

銀河進化と銀河環境 結果：red fraction
・銀河団内の赤い銀河の
割合 (red fraction)、
の赤方偏移進化
(𝟎 ≲ 𝒛 ≲ 𝟏	)

・すばるHSC

Nishizawa+2017 Red fraction の動径分布。実線は
理論モデル、点はHSCの観測結果。
・モデルでは red fraction が
時間とともに増加する

・観測ほど顕著な変化は見られない
(特に銀河団外縁部)

・モデルは、観測される赤方偏移
進化と定性的に一致

銀河団中心からある距離までの銀河
の red fraction の赤方偏移依存性


